「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」のコアカリキュラムとシラバス例

表1は，教職課程コアカリキュラム*1の「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の全体目標，(1)～(3)の一般目標，及び各到達目標を示している。

[bookmark: _Hlk121776471]表1　「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の全体・一般・到達目標
	全体目標
	情報通信技術を活用した教育に関する理論及び方法では、情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方並びに児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための指導法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。

	（１）情報通信技術の活用の意義と理論

	一般目標
	情報通信技術の活用の意義と理論を理解する。

	
	
	

	到達目標
	１）
	社会的背景の変化や急速な技術の発展も踏まえ、個別最適な学びと協働的な学びの実現や、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の必要性など、情報通信技術の活用の意義と在り方を理解している。
	

	
	２）
	特別の支援を必要とする児童及び生徒に対する情報通信技術の活用の意義と活用に当たっての留意点を理解している。
	

	
	３）
	ICT支援員などの外部人材や大学等の外部機関との連携の在り方、学校におけるICT環境の整備の在り方を理解している。
	

	（２）情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進
	

	一般目標
	情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方について理解する。
	

	
	
	

	到達目標
	１）
	育成を目指す資質・能力や学習場面に応じた情報通信技術を効果的に活用した指導事例（デジタル教材の作成・利用を含む。）を理解し、基礎的な指導法を身に付けている。
	

	
	２）
	学習履歴（スタディ・ログ）など教育データを活用して指導や学習評価に活用することや教育情報セキュリティの重要性について理解している。
	

	
	３）
	遠隔・オンライン教育の意義や関連するシステムの使用法を理解している。
	

	
	４）
	統合型校務支援システムを含む情報通信技術を効果的に活用した校務の推進について理解している。
	

	（３）児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための指導法
	

	一般目標
	児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための基礎的な指導法を身に付ける。
	

	
	
	

	到達目標
	１）
	教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間（以下「各教科等」という。）において、横断的に育成する情報活用能力（情報モラルを含む。）について、その内容を理解している。
	

	
	２）
	情報活用能力（情報モラルを含む。）について、各教科等の特性に応じた指導事例を理解し、基礎的な指導法を身に付けている。
	

	
	３）
	児童に情報通信機器の基本的な操作を身に付けさせるための指導法を身に付けている。※小学校教諭
	


*1　文部科学省：教職課程コアカリキュラム（令和３年８月４日　教員養成部会決定），
https://www.mext.go.jp/content/20210730-mxt_kyoikujinzai02-000016931_5.pdf
「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」のシラバス例

	授 業 科 目 名
	教育におけるICT活用

	担　当　教　員
	〇〇〇〇
	担当形態
	単　独

	単　位　数
	1単位
	必修・選択の別
	必　修

	教　職　区　分
	【教科及び教職に関する科目】
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
【各科目に含めることが必要な事項】
「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」

	学　修　目　的
	情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方、並びに、児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む）を育成するための指導法に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。

	達　成　目　標
	・情報通信技術の活用の意義と理論を理解する。
・情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方について理解する。
・児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む）を育成するための基礎的な指導法を身に付ける。

	授　業　概　要
	教育の情報化の意義や現状とともに、情報モラルやセキュリティ等を含む児童生徒の情報活用能力の育成の内容や方法、さらに、ICTを活用した教材開発、学習指導、教育データを活用した評価等について、その理論と方法を学修する。さらに、校務の情報化や特別支援教育でのICT活用について学び、遠隔・オンライン教育の方法についても学ぶなど、教育におけるICTの活用や情報活用能力育成の全体を修得する。

	授業の進め方
	情報通信技術を活用した教育の「理論」と，各学校でどのように実現するかを説明する「方法」をバランスよく取り上げる。また，ICT を活用する授業や校務がイメージできるように，可能な限り実践例を示しながらわかりやすく説明する。また、本科目の授業においても、学習管理システムを使いながら情報通信技術を活用した授業を展開していき、学生が「１人１台端末」環境での授業を設計し、実施できるようにする。

	受講上の心構え・学修上の留意点
	授業の前に、教科書に目を通して予習をしておくこと。また、日頃から、学校教育の情報化に関して興味を持つことが大切で、情報通信技術関連の授業科目を積極的に学修し、自ら情報通信技術を身に付けて教育に活用できるように準備しておくこと。また、グループワークや探究的な学習を取り入れることから、能動的に学修する態度を求める。

	学修成果の評価方法
	各授業の振り返りシート（2%✕15=30%）、課題レポート（授業期間中２回，10%✕2=20%），学期末考査（50%）を総合して評価する。

	教　科　書
	西野和典編著：「情報通信技術を活用した教育の理論および方法」、
実教出版（2023年），ISBN：978-4-407-35841-4

	参　考　資　料
	文部科学省：「教育の情報化に関する手引　-追補版-（令和2年6月）」
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00117.html

	授業計画
	１
	ガイダンス，教育の情報化の概要
· 授業のガイダンス、情報社会に求められる能力、ICT活用の意義と在り方、教育の情報化の概要

	
	2
	情報活用能力の育成
· 情報活用能力の定義、情報活用能力の内容と指導、児童のICT 活用の指導法

	
	3
	ICT を活用した教材開発と指導法
· ICT を活用した学習指導、ICT を効果的に活用した指導事例、ICT を活用した教材開発

	
	4
	教育データを活用した評価
· 教育データの収集と学習評価への活用、教育情報セキュリティの重要性

	
	5
	情報モラル教育
· 情報活用能力としての情報モラル、　情報モラル教育のための必要な知識と連携、各教科での情報モラル教育

	
	6
	ICT を活用した特別支援教育
· 特別指導教育におけるICT 活用の概要、ICT活用における留意点

	
	7
	校務の情報化とICT 環境の整備
· 統合型校務支援システム、校務への活用と推進、ICT 環境の整備、外部機関との連携

	
	8
	遠隔・オンライン教育
· 遠隔・オンライン教育の意義と分類、遠隔教育システムとオンライン学習での学び




表2は，「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」のコアカリキュラムと，シラバスに記載した授業計画の事例を示す。表2の学習項目(1)～(3)は，表1に示す「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」のコアカリキュラムの内容のまとまりを示し，表2の1)～4）は，同コアカリキュラムの到達目標を表す。

表2　「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」のコアカリキュラムと授業計画例
	情報通信技術を活用した教育に関する理論及び方法
	学修
項目
	（１）
	（２）
	（３）
	授業計画例（シラバス案）

	
	　到達
　目標

授業
回
	１）
	２）
	３）
	１）
	２）
	３）
	４）
	１）
	２）
	３）
	各授業回の概要
　【本書で扱う章】

	授業科目名及び授業回
	教育におけるICT活用（例）
	１
	◎
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	ガイダンス、授業の意義と目標，教育の情報科の概要 【第１章、付録】

	
	
	２
	　
	　　
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	○
	〇
	情報活用能力の育成
【第２章】

	
	
	３
	　
	　
	　
	○
	　
	　
	　
	○
	○
	○
	ICTを活用した教材開発と指導法　【第３章】

	
	
	４
	　
	　
	　
	○
	〇
	　
	　
	　
	　
	　
	教育データを活用した評価　【第４章】

	
	
	５
	　
	　
	　
	　
	〇
	　
	　
	　
	〇
	　
	情報モラル教育 【第５章】

	
	
	６
	　
	◎
	　
	〇
	　
	　
	　
	　
	　
	○
	IＣＴを活用した特別支援教育　【第６章】

	
	
	７
	　
	　
	◎
	　
	○
	　
	◎
	　
	　
	　
	校務の情報化とＩＣＴ環境の整備　【第７章】

	
	
	８
	　
	　
	　
	　
	　
	◎
	　
	　
	　
	○
	遠隔・オンライン教育
 【第８章】

	◎
	←到達目標に係る授業を単独の授業回で行う場合

	○
	←到達目標に係る授業を複数の授業回にわたって行う場合



2  
＊  3
